
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第五詩集 岡田文弘詩集（2004 年） 



街へやって来た 
 
背嚢いっぱいとりあえずこれがぼくのすべてである 

降りたったバス・ステーションそれがぼくの世界すべてだった 
背嚢の重たさによろめきながらぼくは 

ぼろのジーンズのスソをひこじって歩いて そして 

 
ぼくは詩をかきたかったが 

たれもぼくの帳面に興味を持つものなんざ 

居ないに決まっていてだからぼくは詩では食べられず 
食べられねば死ぬだけなので 

死んでもたれも困らないだろうがぼく自身としては死ぬのはさけたい 

だからめしを食べられるようにと 
見知らぬ街で 女の子に声をかけることもせず 

飯場を目ざして歩いたりしたのだ 

 
ところがぼくはぼんぼんで 

おまけに詩バカリ書いていたので足こし腕力に 

大きな問題があり 
もう全然あかんかった 板切れ一枚はこんでへたりこんだ 

自分を食べさせもできん腰抜けが 

ひとさまをエラそうに救おうなんてしていたのだと 
かつてのぼくをしめころしてやりたくなった 

茶碗の上にうるんだ目をかざしウヰスキーしょっぱくなる 

 
思えば 

ひとりでも生きてゆけるなんて言いながら 

どこかの村で見ず知らずのじいさんばァさんが作ったキャベツを 
喰っていたりしたもんだ 

 
ぼくはどたりとセンベイぶとんの上へ 
たおれこむ 

どたりと土手の草々のあいだへ 

たおれこむ 
金も女の子も傍には無いのだただ 

星には不自由しておらぬ 

ふるような星空だった 
ぼくの帳面は未だにつまらぬことばかり書いてあるが 

ぼくは星空へ詩をなぐり書くことを覚えた 

生きることを覚えた 



咳が聞こえる 
 
街灯がともる 
咳が聞こえる 
とおりすぎて行ったくるまを 
ふり返ってそして 
目の高さの地平線を見る 
あそこで沈んでゆくのは 
はたしてきみなのか 
 
長いながい冬休み 
ふりつもれつもり切れ 
うずもれたぼくの両うでを 
つかんで 
そしてもう 1 度うずめこんでくれ 
 
白くまいおりて 
ぼくは知らない 
きみも 
アーそんなこんなでだれかの 
咳が聞こえる 
それは 
きみかも知れない 
 



青い空 
 
青い空の下を歩いてみましょう 
そしたらたぶん気付くでしょう 
空の色が青かったことに 
青空の下を歩いてみれば 
 
スケッチブックを抱えて 
何も描かず山のへりを行きましょう 
そしたら何処ぞへ落としてしまったあなたを 
うつしとれるかもしれない 
 
わたしは涙を落としてそっと 
じぶんの幸せをいのりました 
じぶんの健康をいのりました 
つき刺すような冬枯れの家路です 
 
青い空の下を歩いてみましょう 
何も考えずに歩いてみましょう 
なぜなら何もありやしないから 
ただ一面の青い空の下 



どうにも雑念を払えないのでこうして詩を書いているじぶんのこと 
 
時おりぼくはじぶんの青くささが鼻について 
いやになるのである 
ふとふしあわせなフリをして酔っている 
じぶんを見つけて赤面したりするのである 
ふといわれのないヤキモチを焼いている 
じぶんに気が付いて真空とびひざげりなぞを喰らわしたく思うのである 
まだひとりでめしを喰っていけないような身の上のくせして 
世界人類の平和的共存の方法を考えたりしている 
阿呆なじぶんがここに居るのである 
エラそうなことってのは 
汗水たらした人しか言っちゃいけないんだよって 
わかっちゃいるんだけど妙に肩ひじをはって 
ぎくしゃく歩いているじぶんがここに居るのである 
お前らにわかってたまるかと 
心のはしっこで思い 
だれかわかってくれよと 
もう片方のはしっこで思っている 
そんな情けないじぶんがここに居て 
こうして詩を書いているのである 
たぶん これが睡眠不足のせいだろうこんな気分なのは 
ぼくの頭先刻からどうでもよいことバカリ考えまくっているようだ 
と ぼくは 
もう寝ることにしたのです 
夜の十二時です 



年の暮れ（もうすこしわたしに余裕があればよかった） 
 
わたしの立っているさか道が 

さか道色しているので 
伸びてゆくかげと混ざった 

うすねずみ色になった 

 
あなたはコオトを着ていた 

わたしの飼っていた犬で作ったコオト 

もうすこし早く気づいてやれば 
柿の実をひとつくらい あげられたのに 

 
たばこの灰がぽとり 

 
あなたはわたしの手足を 

泣きながら腸詰にしていた 
もうすこし早く気づいてやれば 

あたたかいごはんくらい あげられたのに 

 
もうすこしわたしに余裕があればよかった 

 



てがみ待ち 
 
出したてがみの返事がひとつとして来ないのは 
することのない休みの日を 
何もせずにすごすかっこうの言いわけです 
何にもしたかないのだぼくは 
さっきから牛乳入りの紅茶がほしいんだけれども 
台所までが月よりも遠いから 
そしてお茶っぱを用意したりお湯わかしたりとか 
しなきゃいけないと思うと発狂しそうになっちまうから 
こうしてザブトンにぽっぺたを押しつけて 
考えなくてもよいことばかり何度も 
頭ン中のレコードがすり切れるまで 
くり返してごろ寝したまま一日をもやしているのだ 
 
ひょっとすつとこのままこのザブトンと 
いやザブトンのみならずこのカーペットとまで 
一体化しちまうんじゃないかというほどに 
胎児のポーズをとったぼくは横になっているのです 
きみの言い草は言わずともわかってるよ 
ぼくに生えているコケが嫌なんだろう ふーん 
あいにくとぼくは話しべただよ だから 
くるまの走る音すらもがたいくつに聞こえるんだよ 
 
とそこへ郵便うけに何かが投げこまれた音が 
くるまの走る音とまじってぼくの胸をつらぬいた 
ぼくは残っていたすべての力を 
こんしんの力をふり絞って 
ザブトンから カーペットから わが身をひきはがし 
やぶれそうに高なる心の臓にせっつかれて 
走って行ったのだ 
郵便受けまで走って行ったのだ 
 
玄関に立ちつくすぼくの手ににぎられているのは 
年末バーゲンセールを知らせるハガキが 1 枚 



生きる価値 
 
おまえなんぞに生きる価値はない 
と 僕は言われたので 
ああそうですか 
ぼくは価値なぞなくても生きてゆけますよ 
と言ってやった 



おれはヒューマン 
 
麦めしのフロに入って帰ると 
足くびの穴と 
頭蓋骨の感傷主義が久闘を叙し 
キャーキャー言いながら 
真っ赤なベロをぺろぺろさせた 
 
（転調、ニ短調） 
 
太陽は熱い 
アイロンや八宝菜を作った後の中華ナベもまたそうだ 
だからアイロンとナベをかかげて 
朝を作り出そうとしていますねん 
 
（暗転） 
 
わたしは人間だ 
わたしは今千円とちょっと持っている 



底無し沼 
 
月を旅する妖術使いの影 
夢の葉っぱをキセルに詰めてニヤリ 
何もしゃべらぬさなぎ達 
池にたゆたう水死体 
 
踏み荒らされた食虫食物の花びらから 
したたり落ちたひとすじの毒 
甘い芳香にふちどられた 
たちまち気のふれる花の毒 
 
紅屋の娘の枕元に咲いた忘れな草が一輪 
 
箱づめにした男をまえに貴婦人 
もはや貴婦人ではなくて未亡人 
宅急便で箱を送る 差し出し人は不明のままで 
走り去ったトラックを見送ってニヤリ 
 
萬年の夢に耐えかねて 
崩れたドクロが歌を詠む 
人生で二度目の辞世の句 
底無し沼の奥底から 
 
ドクロの歌合わせ 



ホトトギス 
 
西のかたへと日も落ちて 
街路病人がへどを吐く 
頭（こうべ）を垂れて宙を見る 

何も無い宙
そら

のさまを見る 
 
愛の立ち枯れた過去に流る 
腐ってうす紫の血よ 
亡霊どもが笑う時 
鳴いて血を吐く―――ホトトギス 
 
生まれぬままに死ににゆく 
赤子の音もない産声 
水子の魂百までと 
母をつかんで底無し沼へ 
 

人は何故
なにゆえ

うまれてくるか 
流す涙は何時に果てるか 
無限の雑踏に狂い咲き 
泣いて血を吐く―――ホトトギス 
 
人生わずか五十年大宇宙のすみの鼻クソ 
所詮我らは泣いて血を吐く人間ども 
泣いて血へど吐け 人間ども 
明日へ狂い咲け 人間ども 
つきせぬ夢に死ね 人間ども 
沼の奥底で魚に喰われて 
無限地獄へ真っさかさま 
鳴かぬなら 
泣いて血を吐け―――ホトトギス 



シチュー 
 
今日もそんなこんなで終り 
ひかれた後ろ髪は 
昨日へと溶けこみ 
足早にシチューの材料の入った紙ブクロを 
抱えて 
きみは 
坂をかけ上がる 
 
ため息ならば 
いくらでもつけると 
いくらついたところで 
なにかが変わればいいけど 
 
そんなこんなで今日も終わりました 



試作 
 
僕が下を向いていたとき 
きみは上を向いていて 
きみが下を向いていたとき 
僕は上を向いていた 
とどのつまりそれだけのことなのさ 
僕のかみの毛の先は 
チットモ先立っていやしない 
お酒をのみ、七面鳥を食べた 
そして吐いた 
とどのつまりそれだけのことなのさ 



実存旅行者 
 
この世のどこかに安楽の地がありそこでは 
だれもが幸せに喰っていける 
と信じている人たちが居てこれから 
そんなのはたわ言さ 
と白けている人たちも居る 
ぼくはどちらの側につくか迷っては学生時分 
ぐるぐると石だたみの上を歩き廻って 
歩き廻ってはいたものだ 
ぼくはカリフォルニアの風を知らず 
本物のカプチーノも飲んだことがなかった 
ぼくは少しの間ヨーロッパへ足を伸ばしてみることを 
考えた 
いや それよりも 物価の安いところへ越そうかなぁ 
居もしない妻を連れて越そうかと思う 
きみがくるくると躍り出す 
絵ハガキが一枚きみの足元へ落ちた 
 
実存旅行者 
 
ぼくは油絵を習うべきかもしれない 
そうすればあの暗らい昼の茶の一杯が 
おいしく思えたりするやもしれない 
あなたには少しばかり必要なことがあるわ 
そは何ぞ 
もう少し考えてみるべきかもしれないわね 
くつひもを結び直して 
私たちがたどり着かなければいけない場所がある 
つとめて落ち着いてみるのよ 
時間は経ちすぎてしまった 
日ざし 日ざしがななめの顔付きをしている 
ななめ ななめに曲がったどこでもないレンガの上で 
ジプシーの吹く笛の音にのって 
きみはくるくると踊り出す 
つとめて落ち着いてみるのよ 
時間は経ちすぎてしまった 
 
実存修業者 
 



実存旅行者 
どこで何が起き 
実在修業者 
空の色は何？ 
ぼくらはまぬけなんだ それだけなんだ 
実存恋愛者・・・ 
実存自由者・・・ 
実存帰還者・・・ 



酢死 
 
スシ喰いたい 
久しく喰っていない 
 
そんな動機で 
詩を書くな 
 
だどもおら 
スシ喰いてぇだ是が非とも 
参考までに申し上げておくと今 11 時 23 分だもち論夜のだ 
参考までに申し上げておくと私の町内のスシ屋は 
今から数年前につぶれてその後ラーメン屋か何かになった 
私はラーメンも好きだ 
しかし当面はスシを喰いたい 
最寄のスシ屋に行くには国鉄を利用する必要がある 
なぜなら私は車に乗れぬ 
スシ屋と言ってもぐるぐる回るやつとテイクアウトのやつだ 
江戸前ではない 
白状すると私は江戸前のスシなぞ喰ったことがない 
いつか金銭に余裕がもし生じたならば 
覚悟しておけ江戸ッ子の寿司職人たちよ 
おら田舎者だで 
どんなにおそろしい喰いっプリ見せるか予想もつかねえだべよ 
 
そんなわけで 
どんなわけか 
スシ喰いたい 
久しく喰っていない 
 
そんな動機で 
詩を書くな 



トカゲ 
 
コオトを捨てて歩き出すと 
残ったのはシャツだけだった 
くつはやはりぼろかった 
ヒゲは伸びていた 
 
生まれずにいた水子たちが 
チラホラ雪となり 
空をただよっていた 
陽気にふるまいつかれた国に 
チラホラ降りそそいだ 
 
さびついた放置自転車に乗って 
あのくそったれな空をつきやぶれ！ 
 
しっぽの無いとかげが 
かげを探して這っていた 
その哀しい背中と同じ背中をして 
ぼくらはなにかを探していたんだ 
 
どうせ信じも出来ないならば 
もうそんなもの要らないよ！ 



十六歳詩集 
 
自意識過剰のおみなえし 
ミドリ色した池に咲く 
腹が空いてゐます 
 
十六歳詩集 
 
石けり遊びの帰り路 
ここらで露と消えるべか 
こっち見て下さい 
 
十六歳詩集 
 
 
ポストに入れようとしたまさにそのせつな 
切手を貼り忘れたことに気がついて 
僕は 
アイソ笑いしてみる 



ありがとうを言える日 
 
ありがとうと言ってみたくて 
しわくしゃの手をにぎりしめて 
ジーンズのポケットの中には 
これまたしわくしゃの千円札が一枚これでは 
故郷へのキップは買えない 
いつまで経っても見知らぬままのこの街で 
この街でだたずんで 
ありがとうと言ってみたくてでも 
 
言えるもんか言ってやるかあなたなんぞに 
おれはばか者 
月のカケラに腰かけた酔っ払い 
言えやしないずっと堂々廻り 
だからいつか 
おれよりずっといい子であるあなたに 
あなたにありがとうと 
言ってやるんだ 
 
ありがとうと言ってみたくて 
しわくちゃの顔をおおって 
雑踏の中へと身を投げて 
グラスの底へへばりついたレモン、カラカラ 
何故ここへ来た 
誰も立ち止らぬスクランブル交差点で 
この街にはり手くらわして 
ありがとうと言ってみたくてでも 
 
言えるもんか言ってやるかあなたなんぞに 
おれはしれ者 
太陽をまちわびるチンドン屋 
言えやしないずっとこのまんまなんだ 
でもいつか それはいつか 
おれよりずっとずっといい子であるあなたに 
あなたにありがとうと 
言ってやるんだ 
 
大きらいなあなたの幸せのを命がけで祈ります 



物の怪ロック 
 
当ても無いのに駆けぬける 当てがないから駆けぬける 

五月雨ザァザァざんざ降り 降り残してや光堂 
人さらいどもの笑い声が くさりはてた都市にひびきわたる 

銭を信じて半世紀 いつの間にやら無間地獄 

ひとを愛して一千年 いきつく先は曽根崎心中 
ぺてん師どもの歓喜の歌が 嘘だらけの空塗り上げる 

 
魑魅魍魎らがやって来る 乾いた町へとやって来る 
積年の恨みはらすべく 乾いた町へ雨降らして 

もののけどものロックンロールが 宇宙の果てまでつきぬける



桜 
 
おぼろ月夜に誘われて オンボロ車でやって来た 

今は何時の御世？この国へ静かに霧雨降る 
霧雨降るかりそめの宿 うなだれる少女 夢をなくした人間どもの集う場所 

何処へと流れてゆくのだろうか つれづれなるままに 

 
祇園精舎の鐘が鳴る 諸行無常に響いてく 

捨て去るものもなきままに誰を愛して生きようか 

桜ちりぬるを 

 
桜の下には屍が埋まっているという 我が子を思う母の真心が夢を見さすという 

うすばかげろうが一斉に飛び立った夜 無常の真っ只中 
折れ重なった屍のつわものどもの夢の跡 

桜ちりぬるを 

 
人生僅か五十年大宇宙の片隅で 

幸せは我の中に 命も我の中に 

 
人を呪わば穴二つ 積年の怨嗟ただの屑 

森羅万象溶け合いて 空に上りて雲となる 

淀みに浮かぶうたかたの見せる夢路を通りなん 
やがて桜も散り尽きて あとに残るは花吹雪 

 
何もかも捨てて花実の宴を！！ 

 
あなたに会いに参ります 



街はふるさと 
 
ロックし続けて今もなお雑踏につつまれて 
まちのまんなか魚の目をしてみんな家を目指してる 
 
ザワザワたわむれ足音 心の中のふるさと 
いつだってぼくはここに立っていた 
 
汽車が走る だいだい色の空をめざして一目散 
すぎ去ってゆく窓の外は今日もだいだい色の顔 
 
ザワザワたわむれ足音 心の中のふるさと 
いつだってぼくはここに立っていた 
 
心の中にふるさとが心こそわがふるさと 
街はふるさと なつかしさを燃やし汽車は今日も走る 
 
ザワザワたわむれ足音 心の中のふるさと 
どれだけ離れてもぼくは歌ってる



わたしは海を抱きしめていたい 
 
あなたがどこにいるのか知らない 
わたしは海を抱きしめていたい 
かばんは駅に忘れてしまった 
わたしは海を抱きしめていたい 
 
つきまとう影、いつもつきまとう影 
地べたに伸びてゆくわたしの影 
岩にあたって波砕け散れば 
わたしは海を抱きしめていたい 
 
またぞろ暮れてゆく港町 
わたしは海を抱きしめていたい 
少女の涙で夏が終わって 
わたしは海を抱きしめていたい 
 
徒労に終わり、いつも徒労に終わり 
徒労に終わって終わってゆく夏 
あなたが何処にいるのか知らないけど 
わたしは海の前へ立って 
 
わたしは海を抱きしめていたい



流転する世界 
 
流転する世界で立ち上る虹の煙 
束縛された時間がガレキの街をゆがめる 
思い出になった今日この日が風にとけこんで 
ありそうもない明日に僕をいざなう 
空虚な調べとなって 
 
スモッグの大空を飛んでゆくアホウドリ 
スクリーンに映し出された僕のうしろ姿 
こわれた時計の告げたふざけた運命を 
地球にたたきつけてぼろぐつで踏みにじる 
日の沈むその刹那 
 
くだけちった夢の屍を拾い集めて荒野原 
亡霊たちの歌声が虚空へ響き渡る 
 
流転する世界で僕は生き続ける 
夕ぐれ街に風吹けば時間が止まる 
思い出になった今日この日が風にとけこんで 
喜びも悲しみもぜんぶとけこんで 
流転する世界



夕やけ空 
 
夕やけ空が寒かった 
着ていた服はぼろだった 
靴の底がぬけたまんま 
風に吹かれて歩いていた 
 
どこへ行くのか知らなんだ 
夕日はマッカな色してた 
鉄さびのにおいしみついて 
おれの影だけ伸びてった 
 
みんなつかれて歩いてた 
みんな夕やけ空見てた 
空のでかさにつつまれて 
静かにいのちをもやしてた 
 
夕やけ空が寒かった 
着ていた服はぼろだった 
靴の底がぬけたまんま 
風に吹かれて歩いてた 



コーナー 
 
コーナーにつっ立ってお前を待つ 
お前を待ってはコーナーにつっ立っている 
コーヒーのにおいがする。くるまの走る音がする 
木漏れ日がつめたかった 
 
バーガースタンドでお前を待つ 
お前を待ってはバーガースタンドにいる 
安いヤスリでつめをといで、出てもいない汗をぬぐう 
どこまでも静かさがつきまとう 
 
海岸で集まっていた 
そこを地球の果てだと間違えていた 
曲がったガードレールのすき間から 
灰色の雲がおりて来た 
 
コーナーにつっ立ってお前を待つ 
道ばたに粗大ごみがつまれていた 
バーガースタンドでお前を待つ 
時間はたくみにおれをすり抜けて行った 
お前を待ってはコーナーにつっ立っている 
何もかもが通りすぎて行くようだった 
お前を待ってはバーガースタンドにいる 
そして一塵の風だけが名残を伝えた 
そんな風にしてお前を待っていた 
そうちょうどそんな風にして 
いつだってお前を待っていた 



サル地獄 
 
おれの中のサルがさわぐ 
おれの中のサルがさわいでいる 
景色もにおいもつめたい水も 
太陽すらもがおれから遠ざかる 
 
おれの中のサルが歌うんだ 
ガンガンとおれの中で足ふみ鳴らす 
おかげで神経を焼ききられては 
そ知らぬフリしておれは大ヤケド 
 
おれの中のサルが 
すっかりおれを乗っとっちまう 
いやそれともおれの中のサルこそ 
おれそのものなのか 
奴がキーキーわめく声 
歯をむき出して笑う時 
哀れ、おれはサルになる 
心臓が勝手気ママに跳ね回る 
 
おれの中のサルがさわぐ 
おれの中のサルが止まらない 
そしてサルになったおれのことばを 
書きとめて詩が出来上がる 



つらら 
 
カキーンとホームランの音が 
しばれる空にしみこんだ 
帰りかけたまま立ち枯れて 
信号機にもたれる 
 
線路にそっと耳をつけると 
心臓の音が聞こえるんだ 
線路にそっと石をおいて 
そ知らぬフリして帰ろうか 
 
駐輪場で放置自転車になって 
夜になるのを待とう 
夜が来たら只眠ろう 
何一ツ考えずに 



ロックンロールの夜 
 
工場の声が途絶える 
夜が来た 
リウマチの足をさすりながら 
みんな宿へ帰る 
ストの失敗とほこりまみれの手と 
茶わん一杯のカストリと――― 
そしてみんな宿へ帰る 
それはいつものこと 
 
子どもらがロックンロールをやる 
ロックンロールバンドでプレイする 
昼まにはうすっぺらな紙キレを握って 
いまいましい列に立つというのに 
けれども今この瞬間だけ 
彼らは生きていることができる 
フィードバックのかかった夜の間だけ 
彼らは神様と握手ができる 
 
シケモク、割れた酒びん 
よからぬものを扱う売人 
町角へ立つ女たち 
うなだれて眠る浮浪者たち 
世界中のはきだめを集めて 
この町の夜は回る 
ここでおれがやれることはロックンロールだけ 
ここでおれができることはロックンロールだけ 
 
音を上げてくれよあんたらの泣き声を 
ライトハンドでかき消せるように 
ジャムをやらせてくれあんたらのこぶしが 
天井をつきやぶってしまうまで 
すりへった靴ぞこでふみ鳴らした床が 
さびしい人たちを数珠つなぎにする 
今夜世界中の不幸せを燃やしつくそう 
今夜世界中の不幸せをたたきのめそう 
 
やがてメイドたちは 
一晩ぶんの泪を満たした灰皿をかたして 



床にモップをかける 
あと数時間で幸せなつとめ人がめしを喰いに来る 
敗れたボクサーがよたよたと 
裏口から去って行った 
夢は夢にすぎなかったのか 
そしてそれすらもう死んだのか 
朝やけがやって来る 
ぼろぼろの手が照らし出される 
死んだ町の真ん中で詩人が 
捨てた紙くずをくず屋が拾う 
 
すべてが通りすぎすべてが失われる、でも 
子どもらはいつまでも歌い続ける、だから 
おれはまたもどって来よう、そして 
約束の場所で傷つき続けよう 
ロックンロールの夜に 
 



反省の歌 
 
私は欲していた 
然し何を欲していたのか 
それが判然としなかった 
無理もない私は 
欲しているものを間違えていたのだ 
 
私はよい小説を書き 
よい音楽を聞きたいと思っている 
そしてたまには夕飯に 
でかいビフテキなぞ食ってみたかったりする 
 
それらが私の本当の願いであった 
 
それなのに私は 
自分がさびしがっていると錯覚していた 
人間はみんなに助けられながら 
究極的には 1 人で生きてゆくべきものだということを忘れていた 
私が自分で背負ってくれると思いこみ 
そして誰も背負ってくれなかったので 
怒りまくっていただけだ 
 
そして重荷をわかち合えている人たちの存在を幻視し 
憎悪に身を焦がしていたのだ 
 
みんな重荷を背負っているのだ 
そして夢を見ているだけなのだ 
誰かと重荷を分かち合えるという、かわいらしい夢 
 
私はよりよく生きること 
それだけを考えて入ればよいのだ 



だれもいない場所 
 
味方のないたたかいをしていた 
敵もいやしないのだった 
すべてが死んだ乾いた街路で 
奇跡をおこしてやろうと思っていたのだ 
 
ぼくに剣をくれる人も 
ぼくに剣をむける人もなく 
だれもが通りすぎてくだけだった 
荒んだ風が吹きぬけた 
 
土だらけのぼろぼろの手で 
ぬぐったのは汗だったのか涙だったのか 
くずれた家を我がイスとして 
星なぞ数えて眠ったのだ 
 
だれもいない場所で 
だれもしたことのないことをやろうとしているのだ 
きみにわかってもらえるまで 
あと 200 年かかるだろう 



自伝的小物 
 
朝起きて枕元で 
週給 5 百ドルの悪魔がささやく 
「お早うございます、ご主人様」 
食卓についたら、豚の鼻と 
トリの足と 
白菜とを 
たくみに料理した朝食が待っている 
オー、おれは思いをはせる 
オレゴン州にいた頃を 
オレンジ恐怖症だったおれは 
農園という農園を荒らし回って 
実に 1 万トンものオレンジをたいらげたものだ 
しかもそれはたった半日の仕事だったのだ 
「おい悪魔、ちゅっと塩のビンとってくれ」 
「へい、ご主人様」 
その後 州知事に呼ばれておれは 
「イクラ何でもくいすぎだ」と注意された 
そしておれはサルディージャ島へひっこして 
悪魔をやとったわけだが 
毎日 
豚の鼻と 
トリの足と 
白菜とを 
食べて生きているわけだ 
「コーヒー給む」 
「はい、ご主人様」 



レッツダンスレジスタンス 
 
そして今ではたき火の回りを 
ぐるぐる廻って豆を喰って 
そうこの時雲の切れ間に 
太陽が見える北斗七星も見える 
今ここで心の花を 
咲かせるんだ 枯らせるんだ 
おまえの化粧をこそげ落として 
笑い転げるんだ 泣かせるんだ 
映画館から美容院から 洞穴から 天井の中から 
飛び出すんだ カクメイだ 
 
権力に中指を立ててレッツダンス 
ファシズムに中指を立ててレッツダンス 
美男美女に中指を立ててレッツダンス 
トレンドに中指を立ててレッツダンス 
恋愛に中指を立ててレッツダンス 
プチブルに中指を立ててレッツダンス 
消費社会に中指を立ててレッツダンス 
うんちくに中指を立ててレッツダンス 
青春に中指を立ててレッツダンス 
猿どもに中指を立ててレッツダンス 
お前に中指を立ててレッツダンス 
おれに中指を立ててレッツダンス 



飴色晩歌 
 
私の空は 飴色だった 
私はそれを 泪で描いた 
 
雲の浮かんだ空だった 
さびしいばかりの空だった 
かじかんだ手でてつぼうを 
つかんで私はけり上げた 
 
冬枯れの草を 
けり上げた 
かわいた地べたを 
けり上げた 
 
そして私はさか上がり 
飴色の空にけり入れた 
 
私は空ははてしなかった 
私の泪もとけこんだ 



冷気の詩 
 
肺病をやんだこの冬は 
咳の如く寒くありました 
 
コートのエリを立てました 
アゴヒゲはツララとなりました 
ポタージュスープに吐血して 
トマトスープになりました 
 
気つけぐすりのウィスキーで 
胸にあかりを灯します 
 
哀しい女がおりました 
水子供養をしておりました 
月のキレイな夜でした 
吸殻だらけの路次でした 
 
私は春のことだけを 
夢見て眠りにつきました 



腹話術師と木偶人形 
 
腹話術師と木偶人形 
旅から旅へと生きている 
腹話術師と木偶人形 
町から町へと去ってゆく 
 
腹話術師は人形を 
たんせい込めてこしらえた 
自分の死んだ愛娘に 
似せて必死でこしらえた 
 
客が帰ったその後で 
さびしい商人宿の部屋 
腹話術師と人形は 
ひとつのフトンで夜を明かす 
 
腹話術師は人形と 
ひとりぼっちで話をする 
誰もみていやしないのに 
人形芝居をやっている 
さびしい商人宿の部屋 
腹話術師は人形と 
しゃべってばかりいるのです 
しゃべって夜を明かすのです 
 
ぐったりとした人形の 
血の気がなくて青白い 
ほほに涙が落ちかかる 
さびしい夜が更けてゆく 
 
くらやみの中で人形の 
目だけがランラン光ってる 
まばたき一ツしもせずに 
人形は微笑み絶やさない 
 
そして月がキレイな夜は 
腹話術師と人形は 
ソッと命を入れかえる 
ソッと命を入れかえる 



 
月夜の人形の笑い声を 
決して聞いちゃいけないよ 
 
腹話術師と木偶人形 
旅から旅へと生きてゆく 
腹話術師と木偶人形 
町から町へと消えてゆく 



我、オプチミストなり 
 
今日はとりあえず私は 
非常にいい気分でいる 
何でも出来そうに思える 
フグを生で喰らえすら出来そうだ 
 
むろん 喰らわないが 
 
明日になればどうせまた 
ちまちましたことを気にやむのだろう 
しかし今この瞬間はそんな卑小な自分が 
まるでうそのように思えて仕方がない 
 
私は無二である 
大した人間ではないが 
私は無二である 
エラくもなんともないが 
 
私は私を生きようとする 
ともかくやってみる気でいる 



風骨の旅路  

 

なまの言葉はきついがうまし  

煮炊きした言葉は味わい深し  

焼いた言葉は苦く香ばし  

然れども砂糖をまぶし化学調味料に漬けこんだ言葉の  

どうしょうもなき哀れさよ  

 

ぐらぐら煮たつなべの中に  

詩人の詠んだ血肉がおどる  

ウォッカをそそいで炎を上げる  

フライパンの上で魂の叫び  

然れども盛りつけだけに神経をとがらす  

利口な阿呆の浅はかさ  

 

ブンガクは病気なり  

ブンガクは病気を生きることなり  

ブンガクは生きることなり  

ブンガクは生きることなり  

 

だから友よ  

今は地べたを歩くだけだ  

しかし心だけは  

あのでかい雲とともに  

空へ浮かべておこう 


	 
	街へやって来た
	背嚢いっぱいとりあえずこれがぼくのすべてである
	降りたったバス・ステーションそれがぼくの世界すべてだった
	背嚢の重たさによろめきながらぼくは
	ぼろのジーンズのスソをひこじって歩いて　そして
	ぼくは詩をかきたかったが
	たれもぼくの帳面に興味を持つものなんざ
	居ないに決まっていてだからぼくは詩では食べられず
	食べられねば死ぬだけなので
	死んでもたれも困らないだろうがぼく自身としては死ぬのはさけたい
	だからめしを食べられるようにと
	見知らぬ街で　女の子に声をかけることもせず
	飯場を目ざして歩いたりしたのだ
	ところがぼくはぼんぼんで
	おまけに詩バカリ書いていたので足こし腕力に
	大きな問題があり
	もう全然あかんかった　板切れ一枚はこんでへたりこんだ
	自分を食べさせもできん腰抜けが
	ひとさまをエラそうに救おうなんてしていたのだと
	かつてのぼくをしめころしてやりたくなった
	茶碗の上にうるんだ目をかざしウヰスキーしょっぱくなる
	思えば
	ひとりでも生きてゆけるなんて言いながら
	どこかの村で見ず知らずのじいさんばァさんが作ったキャベツを
	喰っていたりしたもんだ
	ぼくはどたりとセンベイぶとんの上へ
	たおれこむ
	どたりと土手の草々のあいだへ
	たおれこむ
	金も女の子も傍には無いのだただ
	星には不自由しておらぬ
	ふるような星空だった
	ぼくの帳面は未だにつまらぬことばかり書いてあるが
	ぼくは星空へ詩をなぐり書くことを覚えた
	生きることを覚えた
	咳が聞こえる
	 どうにも雑念を払えないのでこうして詩を書いているじぶんのこと
	 年の暮れ（もうすこしわたしに余裕があればよかった）
	わたしの立っているさか道が
	さか道色しているので
	伸びてゆくかげと混ざった
	うすねずみ色になった
	あなたはコオトを着ていた
	わたしの飼っていた犬で作ったコオト
	もうすこし早く気づいてやれば
	柿の実をひとつくらい　あげられたのに
	たばこの灰がぽとり
	あなたはわたしの手足を
	泣きながら腸詰にしていた
	もうすこし早く気づいてやれば
	あたたかいごはんくらい　あげられたのに
	もうすこしわたしに余裕があればよかった
	 生きる価値
	背徳の外水
	 おれはヒューマン
	 底無し沼
	 ホトトギス
	 シチュー
	 生意気な言葉を使うな
	 試作
	 実存旅行者
	 酢死
	 トカゲ
	 十六歳詩集
	 ありがとうを言える日
	 物の怪ロック
	当ても無いのに駆けぬける　当てがないから駆けぬける
	五月雨ザァザァざんざ降り　降り残してや光堂
	人さらいどもの笑い声が　くさりはてた都市にひびきわたる
	銭を信じて半世紀　いつの間にやら無間地獄
	ひとを愛して一千年　いきつく先は曽根崎心中
	ぺてん師どもの歓喜の歌が　嘘だらけの空塗り上げる
	魑魅魍魎らがやって来る　乾いた町へとやって来る
	積年の恨みはらすべく　乾いた町へ雨降らして
	もののけどものロックンロールが　宇宙の果てまでつきぬける 
	桜
	おぼろ月夜に誘われて　オンボロ車でやって来た
	今は何時の御世？この国へ静かに霧雨降る
	霧雨降るかりそめの宿　うなだれる少女　夢をなくした人間どもの集う場所
	何処へと流れてゆくのだろうか　つれづれなるままに
	祇園精舎の鐘が鳴る　諸行無常に響いてく
	捨て去るものもなきままに誰を愛して生きようか
	桜ちりぬるを
	桜の下には屍が埋まっているという　我が子を思う母の真心が夢を見さすという
	うすばかげろうが一斉に飛び立った夜　無常の真っ只中
	折れ重なった屍のつわものどもの夢の跡
	桜ちりぬるを
	人生僅か五十年大宇宙の片隅で
	幸せは我の中に　命も我の中に
	人を呪わば穴二つ　積年の怨嗟ただの屑
	森羅万象溶け合いて　空に上りて雲となる
	淀みに浮かぶうたかたの見せる夢路を通りなん
	やがて桜も散り尽きて　あとに残るは花吹雪
	何もかも捨てて花実の宴を！！
	あなたに会いに参ります
	夕やけ空
	 コーナー
	 サル地獄
	 つらら
	 ロックンロールの夜
	 反省の歌
	 だれもいない場所
	 自伝的小物
	 飴色晩歌
	 冷気の詩
	 腹話術師と木偶人形
	 我、オプチミストなり
	 風骨の旅路



